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☆生産技術研究所の公開☆

　　　　　　　　森　政弘助敦授の講演

　昭和24年より開始してきた，生趨技術研究所の研究

公開は，昭和37年4月棄京移転後も引続舎実施し，本

年も11耳26日，27日の両日行なった，
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　公開案内に鷹産技術研究所概嬰として，帯かれたよう

に当所の研究は「わが国の工業生産技術水1郭を高めて文

化の向上発展に寄与する」ことを志しているので，産業

界の按術者はもちろん，一般の方にも来観していたたく

ことが，その設立目的の上から．，ふさわしい行事と考え

て計画されたものである．

2日問の来賭は，1000rk名を獣た．醐と購に
所内で次の透り講演および映画が行なわれ，11月26口

の講演と映圃会に235名．11月27日の購演と映面会に

600名の入場者があpた．

　　　講演「超高圧送電」

　　　　　　　講波者　　距ife’周乎教授　（26日実髭）

　　　講演と映画r指の機能の評価」

　　　　　　　講演者　森　政払助教授（26日実施）

　　　講演と映画「新潟地震震害」

　　　　　　　躍演者　久保慶三郎教授〔27日実施）

　　　映画「指の機能の評価」（27日実施）
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　この外に，11月26日ほ牛前中財団法人生駁技術研究奨励会の

定例思事会と定例騨議員会が開催されたので．この会議の出露．
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☆受 賞☆

〈〉助教授　山目楠雄は「パルス分配方式」モの他に関し

助数授（東大工学部）元岡　達，富士通信機KIく　稲葉

済右衛門，吉武智士とともに，　日本発明協会より，「科

学技術庁長官奨励賞」を摸与された．

☆現地実験☆

航海訓練所北斗丸に乗船し11月23日横浜出港，間27
日塩釜入港，12月1日塩釜出港，同3日神戸入港この
間，三陸沖および本州南方海域において海東および船体

の応答の同時計測を行なう，当所から田宮真益授，高橋

幸伯助教授，小畑和彦助手計3氏が参加した．

☆寄 稿☆

〈〉動教授　北川英夫「丁ルミニウム合金とその溶接部の

振誠的特性の試験方法について」盛金窟溶接，No．21，p

978～988　（1964．9）

☆講 演☆

◇数授　野村民也，助教授　安田靖彦，技官　横山茂士

技術員　村田悠記夫「PCM’PAMハイブリフドテレメ
ータ」昭和39年電気通僧学会全国大会No．　S　7－26
（1964．11．14）

◇助敏授　浜崎裏二，大学院学生　野ロ宏「波長板を用

いたレーザ光用可変移相器」昭和39年電気通借学会金
国大会　No．32　（1964．11．14）

O教授　尼上守決，大学院学生　愈地正「円板セラミッ

ク振動子のあつみ補正」昭和39年電気通信学会全国大
会　No．　S9　（1964．11．14）

O教授　尾上守夫，助手　市川靭男，宇宙研肋手　関ロ

豊「渦流検査用コイルの軸方向特性」．昭和3q．、年電気通
　　　　　　　　　　　　　　Nt　　　　　　　　　　L・借学会全国大会No．121（1964．11．14）、．

O教授　尾上守夫，大学院学生　倉地正「円板セラミッ

ク振動子のあつみ禰正」昭和39年電気通儒学会全国大
会　No．90　（1964．11．14）

φ教授　山辺武郎，助手　妹尾学，技官　高井信治「せ

ルロースアセテート膜における電気泳動」日木化学会第

10回秋畢研究発表大会　中央大学理工学部において
　（1964．1ユ．15）

φ義授　久保田広「統計光学と強艘干渉計」電披と光の
境界域第　130　回ノJ、璽さ員会講演．（1964．11．16）

O助教授　後藤借行，数授（東大工学部）雨宮綾夫，教

提　永井芳男，教授（東大理学部）藤原鎮男，講師（3忙

大工学部）渡部力「芳香族の放射線効果」日本アイソト

ープ会議シンボジゥム箪6回日本アイソトープ会議，醤

市センターホールにおいて（1964．1L17）

◇敦授　森脇義雄，助教授　高羽祖雄，技官　蝋沢維徳

「パルス分配式多チ＋ネル波高分析器」第6回日本アイ

ソトープ会議，AIE－7，日本都市センター（1964．11．18）

◇教授　森脇挫雄，助数授　高羽禎雄，按術員　木下英

失，大学院学生　寓岡幹雄「多チ＋ネル波高分折器用遅

延線記憶装趾」第6回臼木アイソトープ会醸　AIE－S
日本都市センター一（1964．11．IB）

◇教授　森脇義雄，助教授　i：’5羽袖雄，技術員　生沼徳

二「並列遅延練路式多チャネル波畜分折器」第6回日本

丁イソトーブ会議，AIE－9日木都市センター（1964，11
18）

φ教授　亘理厚「自動車の撮縦骨安定性に関する研究
（bl　4報）1ド体ロールの影響」自動耶抜術会名古屋大会

学律i講轟賀会　 （1964，11．19）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　筆

◇高橋　浩　研究員（理学部助教授）理博　専攻

　　　　　　無機工業化学

o妹尾　学

く〉鈴木　喬

◇山辺武郎

助手　理碍　専攻

大学院学生　専攻

教授　工欝　専攻

◇一色頁文　教授　工持　専攻

　　　学上上上工　　　綴　　　X同同同用　　　応

者　　紹　　介

◇片岡邦郎　技官　専攻　応用x線エ学

◇高　正植　研究生　専攻　同　　上

◇山沢窩雄　助手　専攻　同　　上

◇永井芳男　教授　工博　専攻　有機工案化学皿

O畏沢孝太郎研究生導攻同上
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